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はじめに
　急速な経済発展の続く中国において，その発展の障壁となる要因の一つに淡水資源の問題がある。
中国は水資源の偏在する国であるが，とくに北京・天津など環渤海経済圏は淡水資源に乏しく，経済
の潜在力を発揮し，競争力を高めるためには，水資源確保は喫緊の課題となっている
１）
。1952年10月
30日，毛沢東主席は「南方は水が多く，北方は水が少ない。もし可能ならば，水を借りてきてもよい
のではないか
２）
」と述べ，これが南方の豊富な水を北方に運ぶ南水北調計画の出発点となったといわ
れる。この南水北調政策は，東線工程・中線工程・西線工程の三つのルートを通して長江流域の水を
北京・天津を中心とした受水区に運ぶ巨大プロジェクトで，一部は実現し，残りの部分も21世紀中葉
までに実現する予定となっている。
　このプロジェクトを推進することは，中国の総合的な国力と競争力を増強し，欠水に悩む北方の受
水区の協調発展と富裕化を実現し，生態環境を質的にも量的にも改善することになる。それとともに
投資に伴う直接・間接のGDPへの貢献を2,355億元とするなど全国規模の効果が期待できるとする
３）
。
しかし南水北調政策は，こうしたプラス面だけを強調できる政策であろうか。一連の計画の内容に問
題点や無理，矛盾はないのか。本稿は，南水北調政策の光と影の両面を，三つの工程それぞれについ
て中国の研究や報告書などを拠り所として解明することをめざしている。なお文中での「調水」は、
水を送るという意味で使用していることをあらかじめお断りしておきたい。
１．南水北調東線工程
　南水北調の東線工程は，長江の水を主として天津市や山東半島へ大運河沿いに運ぶルートであり，
幹線用水路は1,156㎞に及び，そのうち黄河以南が646㎞，黄河を過ぎるルートが17㎞，黄河以北が493
㎞である。その最大の支線用水路は胶東地区にあって，済南を経て山東半島の煙台・威海に至る701㎞
である
４）
。このルートに関しては，黄河以南の地勢は北が高く南が低く，最も高い東平湖は長江の水
位より40ｍ高いため，途中に13ヵ所のポンプステーションを設けて65ｍの高さに水を汲み上げる。そ
の途中にある洪沢湖・駱馬湖・南四湖・東平湖などは中継の貯水ダムとして活用する。山東省位山附
近で，黄河の河底にトンネルを掘って調水し，黄河以北は南高北低であるため大運河や新たな河道を
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利用して天津に至るが，ルート沿いに千頃窪・大屯・大浪淀・浪窪・北大港の５ヵ所の平原ダムを建
設して貯水池として使用する
５）
。
　2002年から2007年にかけて実施された東線の一期工程では，鎮江市附近で長江から毎秒500㎥取水
し，途中で江蘇省北部と山東省西南部で農業用水として活用するなど沿線で費消するため，黄河を過
ぎるのが毎秒50㎥，山東半島に送るのが毎秒50㎥となっている。工程建設関係の投資額は383億元であ
るが，そのうち汚染防止対策に123億元を投入する。2011年から2014年までの二期工程では長江から毎
秒600㎥取水し，黄河を過ぎるのが毎秒100㎥となり，総工費224億元のうち汚染防止対策に100億元投
入する。2031年から2036年までの三期工程では長江から毎秒800㎥を取水し，黄河を過ぎるのは毎秒
200㎥，うち天津に毎秒100㎥を給し，胶東地区に毎秒90㎥を送り，総工費を116億元とする予定であ
る
６）
。
　この東線工程は，汚染の深刻さで有名な淮河流域を横断する形で建設されている。2001年の国家環
境保護局など８つの組織の調査によれば，淮河流域の工業の構造的汚染は根本的に是正されることな
く，とくに400社以上に上る製紙企業の汚水処理の取り組みが遅れている
７）
。さらに淮河流域は人口に
比べて水資源が乏しく，水不足は2000年段階で年間約80億㎥，2010年で年間約150億㎥に達していると
いわれる
８）
。水資源の欠乏は，汚染レベルをいっそう悪化させることになる。結果として東線工程の
建設は，汚染処理と並行して進めざるを得ず，総工費に占める汚染対策費の比率は高い
９）
。
　東線の沿線では，大運河，淮河本流，洪沢湖などの水質改善を重要な目標とし，主要汚染源となっ
ている26社の製紙パルプ企業を閉鎖する。2001年から2013年の間に160.3億元を投入して，都市汚染処
理場を135ヵ所建設し，日量669.0万㌧の処理能力を実現する
10）
。東線の通る江蘇省では，36.1億元を
投入して沿線で26ヵ所の汚水処理場を建設しており，都市の汚染処理率は79.55％に達し，汚泥処理も
無害化処理の目標を達成している。こうした取り組みを公表しつつも，当局は汚染処理項目で未達成
のものがあるとし，汚染処理場の運営効率の低さも同時に指摘している
11）
。
　実際，供水区や沿線での水質確保が困難なためか，東線の幹線用水路の水質をⅢ類の標準まで高め
るために，受水区が汚水処理と再利用に力を入れるべきとする方針も打ち出されている
12）
。しかも，
受水区である天津市は何度も汚染された東線の水利用を拒否しているのである
13）
。東線工程が2010年
に受水区にもたらす生態環境効益価値は207.49億元と算出されている
14）
。大量の調水が水資源に乏し
い黄淮海平原地区の土壌水分状況を改善し，塩分を洗い，農作物の収穫を増加させる可能性が大きい
とはいえ
15）
，使用を拒否されるような汚染された水がどのような面で巨大な生態環境効益をもたらす
のであろうか。
　東線工程は洪沢湖など既存の湖沼を利用し，大運河も利用する。しかし，山東省の済寧以北の大運
河は基本的に断流し，ゴミ捨て場となったり，蚕食されて農田となっている
16）
。こうした地域を幹線
用水路に変えるには，多額の修復費用が必要である。これに加えて13ヵ所のポンプステーションの建
設費や揚水のための電力料金が必要である。ポンプステーションはいずれも揚程が２～６ｍと小さく，
汲み上げ量が多いのが特徴であるが，総消費電力が52.9万 kWであり
17）
，用水費の中で電力料金の占
める比率がやや大きい
18）
。
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　1997年は黄河の断流が最も大きかった年であるが，山東省が黄河から引水した量は年間85億㎥に達
していた。黄河の断流を防止する有力な手段の一つは，山東省の引黄水量を減少させることである。
ただし長江より取水した東線の水が黄河からの取水に取って代わる鍵は，用水価格にある。20世紀末
の段階で，山東省の黄河引水による農業用水価格は，１㎥当たり0.01元以下で，その他の用水価格は
１㎥当たり約0.02～0.06元となっており，きわめて低価格であり，長江からの水の価格との差は大き
い
19）
。農業用水を長江からの供水コストで価格設定すれば，受水地域での農業経営が困難となる価格
になるであろう。そこで農業用水価格は，税金や利潤を一切考慮せず，供水コストを補填する形で設
定することを当局は考えている。一方で農業用水以外の価格は市場原理を尊重し，供水事業がスムー
ズに運用される水準に設定されるべきであるとしている。そこから南水北調による用水価格は，合理
的で資金回収が可能なものであるべきで，計画経済体制下のものではなく，完全市場下のものでもな
い「准市場」化の道を選ぶべきという提言がみられる
20）
。
　かりに准市場下での運用を図るとしても，特別に配慮されている東線工程の洪沢湖，駱馬湖，その
先の下級湖の幹線用水路での水価格は，１㎥当たりそれぞれ0.12元，0.26元，0.34元となっていて，当
該地域での現行農業用水価格の10倍となっており，とうてい受水地域の営農者の受け入れられる水準
ではない
21）
。しかも用水価格は契約に基づいて徴収しなければならず，前提として供水量の計量が欠
かせないが，その面での充分な整備ができているとはいえない。また准市場とはいえ大幅な水価格引
き上げは，中国がWTOに加盟している状況下の国際競争力という面で不利となり，食糧の安定確保
の点でも不利となることは明白である
22）
。
　当局は「投資主体の多元化，運営主体の企業化，運行管理の市場化」の原則に基づいて建設資金を
確保し，運行システムの問題を解決するという
23）
，一見整然としたシステムを打ち出している。しか
し，利益が見込めない事業に誰が投資するであろうか。コスト割れの事業を企業化し，市場原理に準
じて運営していく方法はあるのだろうか。現実には，南水北調の三工程ともに用水価格は高いものと
ならざるを得ず，調水が始まっても，地方の用水戸や企業などは，黄河からの引水やコストの安い地
下水の汲み上げを続けて，南水北調の調水能力がフルに活用されることなく，工事関係の銀行融資の
返済が困難となり，受水区の付属工事も進まず，工程の運用に困難を来すようになるであろう
24）
。結
局のところ，調水しても地下水の過剰な汲み上げと，それに伴う生態環境の悪化や住民の健康への悪
影響を防止できないと考えられる。
　東線工程の主要な受水区である天津市は，北京市や河北省などを流れる河川の下流に当たる。これ
らの河流の圧倒的部分がⅤ類か劣Ⅴ類という水質で，農田の約40％が汚水灌漑をおこなっている。そ
のため地下水の過剰汲み上げが続き，地盤沈下面積は7,300㎢に及んでいる25）。天津市としては，深層
地下水の汲み上げ規制を強化して2020年には地下水の水位低下を食い止める目標を立てている。さら
に工業用水の重複利用率を向上させ，再生水の系統的な利用を進め，水田面積を32万畝（１畝は6.67
㌃）から20万畝に減らし，530万畝の農耕地の節水化を実現することを計画している
26）
。天津市は海水
の淡水化も進め，2010年には年間1.5億㎥，2020年には年間1.8億㎥の淡水化処理能力を持つとともに，
微咸水と咸水（礦化度２～５ｇ／㍑）の活用も考慮している
27）
。天津市が節水型農業を普及させ，工
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業用水や都市生活用水に淡水化された塩水の活用を図り，工業用水などの再利用率を高めていった場
合，東線工程の高コストで汚染されている可能性がある水資源をどこまで活用するのか。政策の整合
性が問われることになるだろう。
　東線工程は，長江より取水するが，この長江の年間平均流量は9,335億㎥で，渇水の年でも6,000億
㎥を下回ることはない。ただし季節による変動幅は大きく，７月が最大で年間流量の14.8％を占め，１
月は最小で3.1％である
28）
。そのため長江からの取水について，長江の大通站での流量が毎秒9,400㎥
ならば取水量を毎秒400㎥を超えないようにして，毎秒9,000㎥の流量確保に努めている29）。東線工程
は三期にわたって工事が進められるが，最大でも年間448億㎥の取水であって長江流量の５％を占める
に過ぎないため
30）
，入海水量に大きな影響を与えることはないと判断されている。しかし，北方への
調水は長江河口における海水の遡上を加速させ，上海市の水源に危機をもたらす可能性を生んでいる。
上海市の主要な水源として期待される太湖は，水資源量の変動が大きく水質も悪いので，取水源とし
ては基本的にⅡ類水に分類される長江に期待せざるを得ないのである
31）
。長江下流域には崇明島があ
るが，地理的な特質から海水は崇明島の北側に当たる北支を遡上し，崇明島の南側に当たる南支に拡
散するケースが多い
32）
。海水の遡上は，長江の通常流量のときでも常熟の望虞河に及んでおり，上海
市の呉淞にある取水口はそれより下流にある
33）
。長江自体の流量と輸沙量は明らかに減少傾向にあり，
毎秒500㎥取水すると沖合の淡水拡張面積は約300～400㎢縮小するといわれ34），南水北調による取水の
影響が小さくないことが分かる。
２．中線工程
　南水北調の中線工程は，漢水流域の丹江口ダムの水を水資源欠乏に悩む北京を中心とした地域に送
る事業である。北京市の水ガメである官庁ダムへの入水量は1950年代の年間19億㎥から1990年代の3.1
億㎥に減り，密雲ダムでは1950年代の年間17億㎥が最近では４～８億㎥に減っている35）。これらのダ
ムは北京市への生活用水や工業用水の供給を優先しているため，農業用水の供給量は1980年代の年間
9.2億㎥から最近では２億㎥を割りこむところまで減少している36）。不足分は地下水に頼ることとなり，
地下水位の低下，深層水汲み上げによるフッ素など有害物質の含有，地盤沈下などの悪影響を生んで
いる。中線工程は，丹江口ダムより最終到達点の北京まで1,246㎞の幹線用水路で結ぶことになり，既
に稼働しているが，少なからぬ問題点が浮かび上がっている。
　中線工程では，湖北省と河南省にまたがる丹江口ダムの堤高を162ｍから176.6ｍに高め，貯水位を
157ｍから170ｍにする。それにともない有効貯水量は174.5億㎥から290.5億㎥に増える。丹江口ダム
からの調水量は，起点の陶岔渠首で設計流量が毎秒350㎥，黄河を過ぎるのが毎秒265㎥，北京で毎秒
60㎥となり，天津へ分岐する用水路が毎秒60㎥となっている37）。この幹線用水路は幅200ｍに達し，40
万畝に及ぶ農田が用水路に転用された。年間の調水量は146億㎥となるが，漢水の年間平均流量が381
億㎥であるため，漢水の流量を38％減少させることになる38）。中線工程の第一期と第二期の主体工程
への投資額は2,526億元とされ
39）
，一連の事業によって河南・河北・湖北の各省と北京・天津両市で合
計40.2万人の人口移動が求められるという巨大プロジェクトである
40）
。とくに丹江口ダムの堤高をか
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さ上げすることで生じる水没地区の約33万人を計画的に移住させることになるが
41）
，これら住民への
補償や移住地における居住条件などでも多くの課題が残されており，丹江口ダム区では移民として外
遷した住民がまた戻ってくるというケースも見られるのである
42）
。
　その一方で，丹江口ダムの堤高を上げ貯水量を増やしたことで，洪水調節能力を高めて，年平均6.52
億元の経済効益が出るという
43）
。また中線工程の建設と移民関係の事業は，丹江口ダム区の経済発展
と環境整備にとって好機となり，経済構造改革につながると期待されている
44）
。水資源の欠乏は，環
渤海経済圏を中心とした北方の経済的損失を増やしているが，工程が順次完成していけば GDPを大
きくし，住民の総収入を増やせるという。例えば，2010年には北方の受水区の増益は5,956億元で，当
該地区のGDPの12.7％を占めると試算している
45）
。ついで2011年から2020年まで，工程が機能するこ
とによる北方地区の GDPの平均増加率を1.5％とし，それが2020年には全国の GDPを約2.5兆元増加
させ，約2,400万人分の雇用機会を創出し，政府の財政収入を約2,900億元増やすと予測する
46）
。生態
環境へのプラス効果についても，2010年以降の受水区の受ける効益は，中線工程では389.97億元と見
積もっている
47）
。
　地下水の過剰汲み上げは，前述した東線工程の主要対象区である天津市だけではなく，華北一帯に
共通する現象である。例えば，2005年の河北・山東両省の地下水供給量は総供水量のそれぞれ82％と
50％を占め
48）
，世界有数の地下水位低下，地盤沈下地域となっている。そこで東線・中線両工程の受
水区では，2011～2030年の間に地下水の汲み上げ量を58％削減し，年間48億㎥に抑える計画を立てて
いる
49）
。ただし，中線工程の2008年と2015年の一期，二期の竣工に伴い北京に向けて年間にそれぞれ
14.21億㎥と18億㎥が送水される予定であるが，それによって市当局が従来の地下水の過剰汲み上げを
4.33億㎥削減できるとする50）。しかしこのペースでは，拡大の一途をたどってきた地下水汲み上げ量
を抑制できるかどうかは疑問である。工程の整備によって，2030年前後には北京市の１人当たりの水
資源量は約34％，天津市は123％，河北省は19％，河南省は11％，山東省は10％，江蘇省は５％それぞ
れ増加するという
51）
。また北京の水価格に関しては，１㎥当たり６元になるという見方もあるが52），
水利部の試算（計算水価）では１㎥当たり1.434元になるという53）。調水コストが高く，水価がそれに
連動して現行より引き上げられても，鉄鋼・化学・建築材料関係などの産業は積極的に生産活動をお
こなうことができ，水資源の欠乏が制約していた産業分野の発展が見られるなどの展望も語られてい
る
54）
。
　北京市では，工業を節水型に転換させるべきという声も強い
55）
。また元来は農業用水に割り当てら
れながら，工業用水や生活用水に振り向けられていた15～20億㎥の水を農業用水に戻し，処理済みの
都市排水も農業用水に振り向けることによって，農業用水の増加を図ろうとしている
56）
。欠水地域と
される北京・天津両市と河北・河南両省の中線工程に関係する地域の年間の平均流量は276億㎥であ
り，そこに計画通りの調水があったとき，多量の水でかえって水環境のバランスが崩れ，半乾燥地域
である受水区の植被の破壊，蒸発量の大きさに起因する土地塩漬化，水量増加に伴う汚染水増加が生
じる可能性などがあり，それを防止するためにさまざまな方法を検証する必要性がある
57）
。
　中線工程における通水後の漢水の流量の減少は，丹江口ダムの南東に位置する湖北省の襄樊市の水
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資源の欠乏と汚染の問題を深刻化させ，経済の持続発展のボトルネックとなっている
58）
。もともと漢
水の豊かな流量に依存してきた襄樊は，市民の節水意識が希薄で水資源を浪費し，工場廃水や生活排
水はほとんど処理することなく漢水の流れで希釈する方法を採ってきた。その水量が平均して40％近
く減少するとどうなるのか。現実には襄樊の市街地からの汚水に加えて小清河・唐伯河からの汚染水
の流入で，漢水にはアンモニア窒素・リンなどからなる長さ数十㎞の汚染帯が生まれる事態となって
いる
59）
。この襄樊では，住民の生活費に占める用水費は0.5％未満で，工業用水は１㎥当たり1.1元に
過ぎず，用水価格はコスト割れで水利施設の補修に資金を投入できず，灌漑面積も縮小していると報
告されている
60）
。汚染物質を排出しても漢水の豊かな水で希釈され，用水費負担も小さい恵まれた環
境の中で生活を営んできた襄樊の住民が，国策とはいえ節水と用水費の値上げなどを命じられればど
のように受け止めるのだろうか。丹江口ダムから華家湾に至る河段は，基本的に生態環境保護を考え
た投資がなされておらず，流量の減少，水位の低下は，水環境容量を減少させ，水生生物の多様性を
失わせ，水体自浄能力を低下させることになる
61）
。北京や天津などへの通水のメリットのみを強調し
て，漢水流域がこれまで守ってきた水環境のバランスを崩してはならない。
３．西線工程
　南水北調の西線工程は，怒江・瀾滄江・長江の上流域の水を黄河上流域に運ぶ巨大プロジェクトで
ある。怒江・瀾滄江・長江は黄河と同様に青蔵高原を源流とするが，これら三江と黄河の水量とは大
きな差がある。そこで水量に恵まれている長江など三江の水を黄河の上流域に調水しょうとするのが
西線工程である。大躍進運動が高まりを見せていた1959年，怒江から瀾滄江を経て長江上流の金沙江・
雅礱江・大渡河に至り，さらに黄河に調水する自流引水路線が計画されたが，このときの二つの計画
では中継のダムの堤高が710mと790mという
62）
，およそ実現の可能性のないものであった。
　文化大革命が終息に向かっていた1978年，長江上流の通天河・雅礱江・大渡河を結ぶ西線工程計画
が復活する。この計画では最も堤高のある斜爾尕ダムでも250ｍと建設可能なレベルであった。しか
し，通天河の聯葉から多曲へのルートでは7つのポンプステーションで495ｍ揚水し，年間約168億 kWh
の電力を使う。雅礱江の仁青里から達日河に至るルートでは５つのポンプステーションで485m揚水
し，年間82億 kWhの電力を使う。大渡河の斜爾尕から賈曲河に至るルートでは５つのポンプステー
ションで358ｍ揚水し，年間61億 kWhの電力を使う。さらにそれぞれのルートでは，複数のダムと最
長30㎞のトンネルを海抜3,100ｍから3,980ｍの高地で建設することになる
63）
。建設費，管理運用費な
ども含め現実には課題が多すぎた。
　1987年から1996年までの西線工程計画では，電力を使うポンプアップ方式の他に高低差を使う自流
方式も検討され，さまざまなルートが検討の対象となった。電力を使うポンプによる揚水方式の調水
の主要な計画は，以下のようになっている。通天河の治家から多曲へのルートは，堤高190ｍの治家ダ
ムを海抜3,990ｍに建設し，447m揚水し，年間124.6億 kWhの電力を使い，トンネルは104㎞となる。
雅礱江の長須から達日河へのルートでは，堤高167ｍの長須ダムを海抜3,795mに建設し，416ｍ揚水
し，年間61.4億 kWhの電力を使い，トンネルは60㎞である。大渡河の斜爾尕から賈曲へのルートで
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は，堤高296ｍの斜爾尕ダムを海抜2,920ｍに建設し，458ｍ揚水し，年間71億 kWhの電力を使い，ト
ンネルは28.5㎞である
64）
。
　自流方式のルートは，５つ考えられている。通天河の歇馬から黄河上流の扎陵湖へのルートでは，
海抜4,162mに堤高206ｍの歇馬ダムを建設し，年間55億㎥の水を181㎞のトンネルで調水する。この歇
馬ダムの総貯水容量は820億㎥で湖水面積は1,400㎢に達するという65）。通天河の流量とこの地域の蒸
発量の大きさから考えて，このダム湖が満水になる可能性は低く，黄河上流に予定通りの調水はでき
ないだろう。通天河の聯葉から黄河上流の建設までの自流ルートも考えられており，海抜3,790ｍに堤
高348ｍの聯葉ダムを建設し，268㎞に及ぶトンネルを通して調水するという。これはダム，トンネル
ともに施工がきわめて困難な計画といえよう。通天河の同加から雅礱江を経て黄河に至るルートでは，
雅礱江にダムを建設することを前提としており，海抜3,860ｍに堤高302ｍの同加ダムを建設すること
になる。調水トンネルは158㎞と131㎞で，全体の建設コストは最大規模になる可能性がある。雅礱江
の湯波から黄河への自流ルートでは，海抜3,890ｍに堤高152ｍの温波ダムを建設し，年間40億㎥の水
を123㎞のトンネルで調水する計画であるが，活断層が走り，地震発生の可能性が高い地域で安全性に
問題がある。雅礱江の長須から恰給弄への自流ルートでは，海抜3,795ｍに堤高175ｍの長須ダムを建
設し，年間45億㎥の水を131㎞のトンネルで黄河に調水する計画である。このルートは地盤が安定し
ており，5つの計画の中では実現可能性が最も大きいものと考えられる
66）
。なお調水の規模について
は，いずれのルートでも工程完成段階で年間160億～170億㎥が想定されている。
　黄河水利委員会が中心となり西線工程を計画・推進している指導部は，類似の課題を抱える諸外国
の取り組みを視察して現実的な計画策定の参考にする方針も並行して打ち出している。1992年２月に
は，フィンランドにおける寒冷期の導水への取り組みを視察した
67）
。1994年９～10月には英仏間のドー
バー海峡トンネルを視察し，翌95年10月には日本の青函トンネルを視察して，長大なトンネル建設に
関する先進的な取り組みと諸々の課題について学んだ
68）
。1997年３月にはオーストラリアの雪山にお
ける水利と発電の現場を視察し，1998年11～12月にはペルーの高山における同様の取り組みを視察し
ている
69）
。こうした視察の成果も反映させながら，より現実的な西線工程の計画が策定されているが，
基本方針は取水によって減少する流量が下流の生態環境を悪化させないことである。
　その工程は三期に分けられ，一期工程は大渡河・雅礱江の５つの支流から年間40億㎥を取水し，二
期工程は雅礱江本流から年間50億㎥を取水する。三期工程は金沙江の本流から年間80億㎥を取水し，
合計して年間170億㎥を取水することになる70）。それぞれの取水量は，金沙江渡口の年間570億㎥の
14.0％，雅礱江河口の年間604億㎥の10.7％，大渡河河口の年間495億㎥の5.0％である71）。支流を含む
こともあって河川流量と取水量の比率が合わないところもあるが，三江河を平均すれば約10.2％にな
る。こうした取水後も，三江河は充分な流量を保持し，下流の経済社会の水需要を満たすことが可能
であるという。
　西線工程の経済効果も力説している。170億㎥の水量のうち灌漑・水土保持・退耕還林還草用水と
いった生態環境用水には63億㎥が割り当てられ，その経済効益は63.41億元となって１㎥当たり1.01元
となる。灌漑供水量を10億㎥増やした結果，灌漑面積は313万畝（21万㌶）拡大し，94万㌧の食糧を増
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産し，経済効益は7.5億元になる。むろんこれより大きいのは工業用水や都市生活用水のもたらす経済
効益で947億元となり，水力発電では長江流域での損失分を差し引いても221億元の効果があって，全
体で1,239億元の経済効益があると予測している
72）
。生態環境保持への利点と巨大な経済効果をアピー
ルしながらも一方で，西線が4,000m級の寒冷な山区での工程であり，強い地震が想定される地域を穿
つことから，施工・運用・管理のすべてにおいて大きな困難が待ちかまえていることを指摘してい
る
73）
。
　通天河・雅礱江・大渡河の取水地点における流量は年間243億㎥で74），170億㎥を取水すれば残りは
73億㎥に過ぎない。とりわけ通天河より年間100億㎥を取水するとその比率は81％となる75）。81％の流
量を奪われた河川が，そのまま流域の生態環境を保全できるのだろうか。生態環境の保全ということ
では，黄河源流域で問題が生じている。黄河源の瑪多県は湖泊が多く，もともと大小4,077の湖泊が
あって「千湖の県」と称せられていた。しかし，21世紀初頭には2,800以上の湖泊が枯れ，残された湖
泊も水位が２～３ｍ下降したものがあり，土壌中の含水量が減少し，不毛の黒土灘と沙地が増えてい
る
76）
。黄河の水量減少の背景の一つには，こうした源流の生態環境破壊もあるだろう。一方で，同じ
青海省内に源を発する長江源流域は黄河源流域とは異なり，生態環境が保全されていて，21世紀の中
葉でも水資源量を確実に維持していけるのだろうか。
　2011年８月，筆者が青蔵鉄道の車窓より観察した状況からいえば，通天河の上流に当たる沱沱河と
楚瑪爾河の流量は豊水期であるのにもかかわらず少なかった。気候変動の大きな流れは，同じ青海省
内の長江源流域と黄河源流域を同様に覆うであろう。青蔵鉄道沿線では部分的であれ政府による生態
環境保全の取り組みを実見できる。しかし，それだけで北調の水量の確保と長江流域の生態環境保全
とを両立させ得るとは考えられない。通天河・雅礱江・大渡河をつなぐ西線の一期工程は，まだ実現
可能性のある計画といえるかもしれない。これも含めた西線の三期工程までの総経費は3,040億元と予
定されているが
77）
，とてもこの枠では収まらぬ巨費を必要とすることになるだろう。
　西線工程には，怒江に堤高307mの東巴ダムを建設するなど瀾滄江も含めた河川水を北調しょうと
する遠大な計画があり，その平均取水率を80％に設定する予定である
78）
。怒江と瀾滄江は，サルウィ
ン川とメコン川のそれぞれ上流に当たる国際河川である。その水資源の大半を上流の中国で消費する
ことは，国際法上も許されないであろう。現に瀾滄江の本流に建設された小湾ダムの影響で，メコン
川の恩恵に与る東南アジアの諸国民が水不足に苦しみ，東南アジア最大のトンレ・サップ湖がメコン
川の河水の出入りによるダイナミズムを失って死の湖になる可能性さえ生じているといわれる。国際
紛争さえ巻き起こす可能性のある怒江・瀾滄江からの取水という計画は，早々に断念すべきであろう。
　「政府が建設し，用水戸が無償で水を用いる」やり方を採らない方針であれば
79）
，西線工程の用水
価格は相当高いものになるだろう。貧困県の多い黄河流域の農民が，高額な農業用水価格を負担でき
るとは考えられない。その基礎となる取水計量装置についても普及が遅れている
80）
。大水漫灌の改善
による節水効果を検証せずに
81）
，ひたすら調水効果を強調するだけでよいのであろうか。黄河の汚染
問題も依然として残っている。その対策として，西線の一期工程以降の費用を，黄河流域の水資源管
理と汚染防止に振り向けるという方向性は取れないのであろうか
82）
。それはまた長江流域の水資源を
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確保して，流域の生態環境を保全するとともに，下流域での海水遡上を防ぐという効果も生むことに
なるのである。
おわりに
　中国政府は，豊かな流量の長江流域の水を欠水に悩む環渤海経済圏に送る南水北調政策をひたすら
推進しているように見える。三つの工程がもたらす工業を中心とした GDPの増加，工事などによる
雇用機会の拡大，農業生産の増加，生態環境の改善，地下水の過剰汲み上げの抑止による地盤沈下や
海水浸透の防止等々，数多くのプラス効果をアピールしつつ，壮大な計画を立て，工事を強行してき
た。その一方で，巨額の経費と難工事，限られた水資源の争奪，移民の処遇，調水がもたらす新たな
生態環境破壊等々といったマイナス面については過小ともいえる影響評価しか下していない。南水北
調は「まず節水して調水」という方針を出しているが，節水を実現するためのプロセスやそれを可能
にするための有効な手段と考えられるインセンティブについては，形式的な言及に止まっている。
　東線工程は，汚染地帯として有名な淮河流域を通過する。21世紀に入っても続く汚染防止対策が十
全な成果を上げていないルートを送られる水が，汚染されない保障はない。調水は13のポンプステー
ションでの揚水によるが，電力不足が大きな問題となっている地域において大量の電力を消費する。
そのコストは，当然用水価格に反映されるだろう。汚染されている可能性のある北調水を，高価格で
買う使用者はどれだけいるのか。北方における安価な地下水の使用は，規制されても依然として続く
であろうし，深層地下水使用に伴うフッ素中毒などの解消にもつながらないであろう。長江下流域に
おける取水に伴う海水の遡上は，上海における水資源確保のコストを増大させることになるだろう。
　中線工程では，北調水が生まれたことによって北京などの受水区の用水確保は，価格は別として量
的には容易になるであろう。ただし，水源となる丹江口ダム流域の水資源が増えるわけではない。北
方への調水によって本来は漢水水系に流れていた流量が激減し，襄樊をはじめとする漢水流域に打撃
を与え，農業生産や生態環境に悪影響を及ぼしている。丹江口ダムの堤高を高めた結果，新たに生ま
れた移民の処遇も問題である。予定通りの調水ができても，本来乾燥地帯である地域への過剰な調水
がもたらす土壌塩漬化などの懸念もある。北方への調水価格が高ければ，地下水の過剰汲み上げは依
然として続くことになるだろう。
　西線工程では，黄河源流域で見られる生態環境の破壊と水資源の減少が，長江源流域でも起こらな
い保障はない。かりに地球温暖化が進んでいくとすれば，氷河の融解による河川流量の増加がしばら
くは見られるであろう。しかし，その後は水資源量の絶対的減少に至る可能性が大きい。巨費を投じ
た難工事で得た水量を黄河上流域に送りつつ，長江上流域の水量を同時に確保することはきわめて難
しい課題である。怒江・瀾滄江からの調水は，両江が国際河川であることから国際ルールを遵守する
ことが前提となる。一連の巨大プロジェクトによって生み出された黄河の用水価格は，市場原理によ
れば極めて高いものにならざるを得ない。その解決策とされる「准市場」原理による水価格体系をど
う構築していくのか，徹底した検討と議論に加えて具体化へのプロセスが必要となる。今後の展望に
関していえば，何よりも節水を実践し，汚染を防止する体制を確かなものとすることが前提となるの
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で，中央政府の強力な指導と地方政府の責任ある取り組みが欠かせない。水資源は有限であり，自然
改造は最善の策ではないという基本的な視点での計画見直しも考慮していくべきであろう。
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